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「自分の未来を切り拓け！」

  県南中体連総合大会の選手壮行会を６月５日（木）に行いました。久須美廉太郎さんの生徒会激励のこ
とばに続き、各部活動ごとに選手紹介と決意表明が行われ、その後、応援団長の野地瑛大さんを中心に５
名の応援団員の呼びかけにより、全校生が気持ちを一つにして、激励のエールを送りました。最後に選手
を代表してソフトボール部長の深谷莉緒さんが、「１戦１戦を大切に戦い、頑張ってきます。」と誓いの
言葉を述べました。選手のみなさん、思う存分力を発揮して、東北中旋風を巻き起こしてください。期待

 しています。
             
             
             
         
             
             

             
         
             
             
             
         
 
 
 
 
             
             
          

　５月２８日（水）の放課後に第１回生き生き協議                           　　鈴木　綾乃先生 
 会を生徒会本部役員、各学級の学級委員、生徒会各

専門委員長、各部活動部長が集まって、「いじめを   ３週間、お世話になりました。実習期間中は、先
生まない“行きたくなる学校”をつくるために」を 生方のお仕事や授業をたくさん見させて頂き、徐々
テーマにグループ討議を行いました。 に帰りの学活や授業を任せていくようになりました。
　「学校が楽しい」、「学校に行きたい」と感じら 大野先生を初め、たくさんの先 生方に丁寧にご指導
れることがいじめを生まない土壌をつくるであろう 頂き、とても勉強になることが多く充実した実習期
という確認のもと、各グループから以下ような提案 間でした。初めは、右も左も分からず、緊張してい

 が出されました。 ましたが、素直な子供たちの心と優しくて温かい先
 ・全校生が交流を深められる場の設定 生方のお 人柄のおかげで馴染むことができ、３週間

 ・給食の座席を学年混合にする行事を設定 を無事終えることが出来ました。ありがとうござい
 ・縦割り清掃（全校ボランティアで実践） ました。

・いつでも相談できる関係性づくり（タブレットの
 活用、教師と生徒が遊ぶ時間の確保等）

 これらをもとに、生徒会は市のいじめフォーラム
へ参加し、さらに考えを深め、東北中の実践につな
いでいきます。

生き生き協議会①


